
第四三章 歴史と預言におけるイスラエル 

Ⅰ 聖約期との関係におけるイスラエル 

イスラエルの歴史はアブラハムの召命とともに始まり、旧約聖書の重要な主題となって 

いる。新約聖書でも福音書と使徒の働きに第一世紀のイスラエルの状態について書かれて 

おり、他の部分にもイスラエルの歴史的、預言的な言及がなされている。 

イスラエルは約束の聖約期に始まって、すべての聖約期にかかわっている。約束の聖約 

期は神のイスラエルに対する取り扱いの広い基盤を据えている。律法の聖約期はキリスト 

の十字架上で律法が成就されるまでのイスラエルの運命を左右している。恵みの聖約期で 

はイスラエルは異邦人とともに恵みのさまざまな特権に与かっている。未来の王国の聖約 

期においてイスラエルは再び約束の地を所有し、キリストを王としていただき、重要な役 

割を果たす。 

Ⅱ 契約との関係におけるイスラエル 

聖約期と関連する五つの契約はすべてイスラエルに関わっている。アブラハム契約は、 

神の計画の基盤であり、モーセ契約は律法の時代におけるイスラエルの運命を左右し、パ 

レスチナ契約は土地の所有と関連し、ダビデ契約はダビデ王朝と未来の王国に関連し、新 

しい契約は王国でのイスラエルの祝福に関連している。 

Ⅲ 旧約聖書におけるイスラエルの歴史 

アブラハムがカルデヤのウルを出てカナンの地に行き、約束の子イサクが生まれ、イサ 

クにヤコブとエサウが生まれ、そして、ヤコブの子ヨセフの時に一家がエジプトへ移り住 

み、モーセによってイスラエル民族はエジプトを出てパレスチナに向かった。カデシュ・ 

バルネアで神にそむき、 40 年間荒野で放浪したが、ヨシェアの時にヨルダン川を渡った。 

その後、士師の時代、イスラエルは罪とさばきと悔い改めを繰り返し、神によって預言者 

サムエルが起こされた。そして、サウル、ダビデ、ソロモンのもとに繁栄した王国は二つ 

に分割される。この北の 10 部族（イスラエル）はアッシリアに補囚として引いて行かれ 

た。（BC721）残った南の 2 部族（ユダ）も BC605 にはバビロンに補囚となった。バ 

ビロン補囚の 70 年間の終りに、人々は再びパレスチナに戻り、エルサレムを再建した。 

その後、メド・ペルシャ、ギリシャに支配され、アレクサンダー大王の死後、ローマのポ 

ンペイウス将軍によって BC63 年エルサレムは征服された。 

イスラエルはローマ人によって苛酷な扱いを受けた。そして、キリストの時代もローマ 

が支配し、キリストもローマの権力によって十字架刑を執行された。後にエルサレムは破 

壊され、イスラエルは離散した。そして、彼らが帰還し始め、1948 年に独立した一国家 

として承認された。 

Ⅳ イスラエルの歴史と成就した預言 

旧約聖書の何百という預言は文字通りに成就されてきている。旧約聖書はイスラエルが 

3 回にわたって国土を失うことを預言したが、それは次のように成就した。①エジプトに 

下り、それに続く隷属と解放。②アッシリヤとバビロンによる補囚と帰還。③AD70 年の 

エルサレム陥落と離散。 

ヤコブの子ら、すなわち 12 部族に関する預言や、ダビデ王国に関する預言なども重要 

な預言であり、ことごとく成就した。



Ⅴ イスラエルの 490 年間の預言 

ダニエル 9：24－27 に重要な預言が記されている。その始まりはアルタクセルクセス 

王のエルサレム再建命令（BC445）で、その 69 週（483 年）の後に、メシヤ（キリス 

ト）は十字架にかかられた。その後、エルサレムは崩壊（AD70）。やがて来るべき君主（復 

興ローマ帝国から起こる）は 7 年間の条約をイスラエルと締結。3 年半後にそれを破棄す 

る。残りの 3 年半はイスラエルにとって苦しみのときとなる。（黙示録 6 章－18 章参照） 

また、この預言は将来、神殿が建てられ、正統派ユダヤ教徒が、いけにえ制度を再開する 

ことを示唆している。 

Ⅵ メシヤの来臨に関する預言 

ペテロの手紙第一 1：10－11 から、旧約聖書の預言者たちは、メシヤの二つの来臨を 

区別して考えられなかったことが明らかである。イエス様はイザヤ 61：1－2 をお読みに 

なったとき、最初の来臨の特徴を読まれた時点でやめられた。（ルカ 4：18－21）再臨の 

際に成就されるはずの特色については言及されなかった。 

預言はメシヤがユダの部族で（創世 49：10）ダビデの家系から（イザ 11：1）処女 

を通して（イザ 7：14）ベツレヘムに生まれ（ミカ 5：2）いけにえの死を（イザ 53： 

1－12）十字架によってとげ（詩篇 22：1－21）死者の中からよみがえり（詩篇 16： 

8－11）再び地上に（申命 30：3）天の雲に乗って（ダニエル 7：13）来られることを 

明記していた。イエスは他のメシヤを自称する者には決してできない仕方でこれらの条件 

をすでに満たしてきたし、これからも満たされることであろう。 

Ⅶ イスラエルの最後の離散と再召集とに関する預言 

補囚の後、メシヤの最初の来臨の際に神が差し出してくださった再召集と王国の栄光へ 

の神の招きならびに備えを拒絶した。（マタ 23：37－39）この懲らしめは、おそらく主 

が再臨されるまで続くであろう。 

Ⅷ 終りの時に関する預言 

1 イスラエルは統治国家として再建される。 

2 イスラエルは地中海地方の異邦人であるローマの支配者と 7 年間の契約を結ぶ。 

3 契約は 3 年半で破られ、イスラエルの苦しみの日が来る。 

4 千年王国におけるイスラエルの輝かしい再興はキリストの再臨の後に起こり、キリ 

ストの千年におよぶ地上での統治の間中続く。 

Ⅸ メシヤの王国と主の日に関する預言 

旧約聖書の預言の主題の中で、メシヤの王国の主題に比肩しうるものはない。イスラエ 

ルは苦しみの後に、贖われ、栄化された地上で、祝福に、確かに文字どおり回復されるの 

である。（イザ 11、12 章、24：22－27：13、35：1－10、52：12、54 章、55 

章、59：20－66：24、エレ 23：3－8、31：1－40、32：37－41、33：1－26、 

エゼ 34：11－31、36：32－37：28、40：1－48：35、ダニ 2：44－45、7： 

14、ホセ 3：4－5、13：9－14：9、ヨエ 2：28－3：21、アモ 9：11－15、ゼパ 

3：14－20、ゼカ 8：1－22、14：9－21） 

王国の主題と再臨に関する主題が一つにされたとき、それは「主の日」とよばれ、キリ 

ストの再臨にはじまり、主の千年間の統治の終わりまで及ぶ。 

イスラエルに関する預言の多くは既に成就したが、まだ将来の重要な出来事が残ってい 

る。


